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重点施策

（1）介護予防の取組

（4）ケアラー（介護者）支援

（2）医療と介護の連携強化

（5）住環境の整備

（3）認知症高齢者等への
支援の充実

第８期の取組

第８期計画における「介護予防の取組」の位置付け

（1）生活支援体制整備事業との
連携促進

（2）リハビリテーション専門職
等の派遣

（3）動画配信等を活用した新し
い事業展開の検討

（4）後期高齢者歯科健診後の
フォロー者への情報提供

（5）高齢者の保健事業と介護予
防の一体的実施の体制拡充と事
業内容の検討



第８期計画の取組状況

●高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施

→健診・医療・介護を連携させ，

健康寿命の延伸 と 生活の質の向上を目指す



一体的実施の支援内容

厚生労働省ＨＰ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施【概要版】より抜粋

ハイリスク
アプローチの中から

１つ以上実施

２０２４年
までに全ての市町村で
一体的な実施を展開



令和３年度調布市一体的実施イメージ図



高齢者に対する個別的支援（ハイリスクアプローチ）

初年度の取り組みとして（ア）～（ウ）の中で健康リスクが高いと判断した

（ウ）健康状態が不明な高齢者の状態把握・受診勧奨
等・必要なサービスへの接続を実施することとした
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高齢者に対する個別的支援（ハイリスクアプローチ）

目的

健康状態不明者の状態を把握し，健康相談等を行ったのち，必要な場合，適した
サービスへ接続することにより，健康寿命の延伸，生活の質の向上を目指す。

内容

対 象 者：健診・医療・介護等のデータから過去4年間調布市の後期高齢者健診未

受診，医療レセプトなし（未受診），介護サービスの利用がない85歳以上の方。

実施方法：高齢者支援室看護職が事前に事業内容と家庭訪問予定日案内を送付。

原則家庭訪問により，「高齢者のための質問票」等を用いて現状把握と健康相談

を実施。

健診受診勧奨の他，必要時医療機関受診勧奨・必要なサービス・相談先等を

紹介する。
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高齢者に対する個別的支援（送付しているご案内）



高齢者の質問票を実施し，
健康状態を総合的に把握する
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高齢者に対する個別的支援（支援内容）

質問票をもとに，良いところ，改善し
たほうが良いところを説明

状態に合わせたパンフレットを用いて，運動，
栄養，社会参加についての説明や，医療
機関受診勧奨，健診受診勧奨を実施

介護申請やその他サービスへの導入が必要な時は地域包括支援センターへ引継ぎを行う。
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後期高齢者質問票

支援者はこの質問票を

もとに個別にアドバイス

を行う。

ポイントは出来ていない

ことを指摘するのではな

く，できているところ

を支持し，もう少しだ

けできるとよいことを助

言するようにしている。

令和３年度より後期高齢者健康診査票をハイリスクアプローチ，ポピュ

レーションアプローチ時に実施。１５項目の質問で構成されている。
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健康状態不明者の人数と実施した内容

年度当初対象者は65名だったが，死亡，受診確認，コロナワクチン接種確
認できた方を除き，３３名に実施

４～12月生まれまでの23名中21名は本人または家族に会えた又は電話連絡が
取れた。連絡が取れなかった2名のうち1名は後日地域包括支援センターが確認，
別の1名は同居家族に訪問サービスが入っていた。

【対象者の傾向】
趣味や外出を楽しむお元気な高齢者も多かった。
一方で，衰えがあっても，医療機関嫌い，介護サービスの利用したくないという方も
多く，個人差が大きいと感じる状況も多くある。

訪問を拒否する方もあり，来たら追い返すと担当者に伝えるように！と電話で連絡が
入ることもある。

対象者と同居の親族の介護申請等の相談のために地域包括支援セン
ターに報告し同行訪問やその後のフォロー継続を依頼したケースのあった。
独居の方には緊急通報システムなどのサービスの紹介等も行っている。
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通いの場等への積極的な関与（ポピュレーション
アプローチ）

（ア）～（ウ）のすべてを実施
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通いの場等への積極的な関与（ポピュレーション
アプローチ）

目的

フレイル予防の普及啓発，健康相談等により，フレイルを身近な問題として捉え，自らが生活

の質の低下をきたさないよう心掛ける人が増える。

内容

対 象：１０の筋力トレーニングを行っている自主グループのうち応募があった，福祉圏域８箇所

各1グループに実施。

実施方法：各グループの活動場所に，看護師・保健師が出向き，フレイル予防の普及啓発講座の

他，口腔内機能評価（オーラルディアドコキネシス：パ・タ・カ測定）と「高齢者の質問票」を

用いた状態把握と健康相談，必要なサービスへの接続を行う。

グループの参加人数や希望時間，要望等により内容を調整している。
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通いの場等への積極的な関与（お知らせ）
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通いの場等への積極的な関与（支援内容）
フレイル予防の普及
啓発講話を実施

高齢者の質問票を実施し，健康状態
を総合的に把握する

質問票をもとに，良いところ，改善し
たほうが良いところを説明

口腔内機能評価（オーラル

ディアドコキネシス）を実施

「パ」「タ」「カ」
何回言えるかな？

状態に合わせたパンフ

レットを用いて，低栄

養予防や口腔機能低

下予防の説明，医療

機関受診勧奨や，健

診受診勧奨を実施
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ポピュレーションアプローチ 実施時の様子

パ・タ・カ測定
健口くんハンディ（測定器）に，向けて「パ」「タ」「カ」をそれぞれ５秒間
出来るだけ早くいってもらい，１秒間の平均回数を測定する

実際の写真
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ポピュレーションアプローチ 参加人数と実施した様子

グループからの要望や参加者数，会場の状況により，講座の持ち時間や内容をアレンジ

している。

後期高齢者健診の受診期間変更の周知，健診等受診勧奨。申込み制検診の公募

期間では後期高齢者歯科健診のＰＲも実施。

10の筋力トレーニングに参加することが社会参加の１つであるため，継続参加することの

メリットを伝えモチベーションを維持してもらえる働きかけを実施。

参加者の多くのは後期高齢者健診を受診しており，社交的でお元気な印象。参加者か

ら「フレイル」の認知度が口コミでも広がると良いと思う。

体重が減少傾向にある方，聴覚の衰え等から，個別の相談に時間をかける場合もあっ

た。

今年度の目標８グループ中７グループへ実施 参加者計 65名



18

一体的実施 今後の進め方について

健康寿命の延伸のためには，健診を受診し，自身の体の状況を知ることがまず重要なことである。「健
康である」という主観のみでなく，健診を受けることで自分では気づけない身体の状態を確認できるため，
健診を受診することの必要性を伝えるためにも，今後も健康状態不明者の訪問を行い，支援を続けて
いく必要がある。

ポピュレーションアプローチ，ハイリスクアプローチともに，今年度前期は新型コロナ感染症拡大の影響も
あり，実施が困難な時期もあった。実施の際には感染予防対策を徹底して訪問や講座を実施した。

ポピュレーションアプローチは今年度実施したグループは元気な高齢者の方が多く，グループによっては要
支援の認定を持っている方の参加もあり，分け隔てなく活動している様子が見られたことが支援者として
も学ぶことができたよい機会であった。今年度はコロナ禍ということもあり，１０の筋力トレーニングに取り
組んでいるグループに対し，圏域に１カ所のみ実施するというものであったが今後対象のグループの拡大
につなげていきたい。

感染予防対策の徹底

健康状態不明者訪問の継続

対象グループの拡大


